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キムリアは、患 者さんの 免
めん

疫
えき

細
さい

胞
ぼう

（T 細 胞）を取り出し、

がん細胞に対して攻撃力を高めるように改変した製剤で、

これを患者さんに投与してがん細胞を死滅させます。キムリア

による治療は、C
カ ー

AR-T
ティー

療法と呼ばれ、再
さ い

発
は つ

または難
な ん

治
ち

性
せ い

の

びまん性大細胞型B細胞リンパ腫の治療に使われます。この

ような CAR-T療法は、がん免疫療法として有効性が期待

される反面、重篤な副作用が起きる可能性もあり、治療を

始める前に主治医とよく相談することが重要です。

この冊子は、びまん性大細胞型B細胞リンパ腫と診断されて

キムリアによる治療を受けられる方およびそのご家族が、

病気とキムリアについて理解を深めていただけるように作成

しました。治療を始めるにあたり、不安に思うことやわからない

ことがありましたら、遠慮なく主治医にご相談ください。
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びまん性大細胞型B細胞リンパ腫（D
ディー

L
エル

B
ビー

C
シー

L
エル

）は、リンパ腫の約30～40%を
占める一番頻度が高いタイプのリンパ腫です。リツキシマブと化学療法

（抗がん剤を使った治療）の併用療法（R
アール

-C
チ ョ ッ プ

HOP療法）などが標準治療として
行われますが、一部の患者さんでは、効果がみられなかったり、治療効果
がみられても再発してしまったりします。このような患者さんに対しては、
R-CHOP療法以外の化学療法を行い、効果がみられたら自

じ

家
か

造
ぞう

血
けつ

幹
かん

細
さい

胞
ぼう

移
い

植
しょく

併
へい

用
よう

大
だい

量
りょう

化
か

学
がく

療
りょう

法
ほう

を行うことが一般的です。しかし、造血幹細胞移植
は大量の抗がん剤を用いるなど患者さんへの負担も大きいため、年齢
制限（65～70歳以下）があったり、内臓障害がないことなどの制約があり
ます。

最近では、自家造血幹細胞移植を受けることができなかった、またはうまく
いかなかった再発・難治性のDLBCL患者さんに対する治療として、キムリア
を用いたCAR-T療法が使えるようになりました。

私たちの生
せい

活
かつ

圏
けん

には、細菌やウイルスなどの病原体が無数にあり、体の中
に侵入してきます。また、体の中では、さまざまな部位でがんのもとになる
異常細胞が発生することもあります。私たちの体内では免疫により、体の中
を常に監視し、このような病原体やがん細胞など、本来、体の中にある
べきでないものを見つけると、攻撃して排除します。

顆
か

粒
りゅう

球
きゅう

、リンパ球、単
たん

球
きゅう

などの白血球が、免疫機能の中心的な役割を果たし、
リンパ球には、T細胞、B細胞などの種類があります。このうちT細胞は、
樹
じゅ

状
じょう

細
さい

胞
ぼう

など他の血球の協力によりがん細胞を見つけて、攻撃をしかけます。
しかし、がん細胞の中には、免疫のしくみから逃れる術を持っているものも
あり、通常の免疫機能だけではがん細胞を完全に死滅させることができない
場合があります。がんの発症はこうした場合に起こると考えられています。

びまん性大細胞型B細胞リンパ腫の特徴と
その治療法 がんと免疫の関係

（イメージ図）

リンパ球

リンパ球にはT細胞、B細胞などの
種類があります。

T細胞にはがん細胞を攻撃して
死滅させる働きがあります。

白血球
顆粒球・リンパ球・単球
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キムリアを投与すると、体中にCAR-T細胞が拡散します。CAR-T細胞は、
他の血球の協力がなくてもCARを使ってがん細胞を見つけて結合し、
がん細胞を攻撃し、死滅させます。また、CAR -T細胞は体の中で
増えることができるため、1度だけの投与で継続的に標的のがん細胞を
攻撃します。

キムリアによるがん細胞の攻撃キムリアとは

キムリアによる治療は、CAR-T療法と呼ばれ、がん細胞への攻撃力を高め
るように患者さん自身の免疫細胞に遺

い

伝
でん

子
し

改
かい

変
へん

を行う治療法で、「がん
免疫遺伝子治療」にあたります。まず、患者さんの血液から免疫細胞の
ひとつであるT細胞を取り出し、がん細胞を標的として攻撃するために
C

カ ー

ARと呼ばれる分子を作り出すことができるように遺伝子を導入し、CAR
を発現したT細胞（CAR-T細胞）を作ります。これを患者さんの体内に戻せる
ように製造された製品がキムリアです。

キムリアのCARは、

①がん細胞の表面にあるCD19と呼ばれる
　分子を認識する部分、

②がん細胞への攻撃能力を強化する部分、

そして

③CAR-T細胞を体の中で
　増やす働きを持つ部分

で構成されています。

（イメージ図）

T細胞 CAR-T細胞

遺伝子導入

1

2

3
CAR

CD19

CARを発現したT細胞（CAR-T細胞）は
CD19を発現しているがん細胞を標的として攻撃します。

がん細胞

（イメージ図）

攻撃
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キムリアの治療対象となるのは、DLBCLと診断され、以下のいずれかに 
該当し、CD19抗原を標的としたCAR-T療法の治療歴がない、かつ自家造血
幹細胞移植を受けることができない、または自家造血幹細胞移植後に再発
した患者さんです。

● 初発の場合は2回以上、再発の場合は再発後に1回以上の化学療法を
受けたものの、完

かん

全
ぜん

奏
そう

効
こう

が得られなかった、または完全奏効が得られたが
再発した

● 濾
ろ

胞
ほう

性
せい

リンパ腫が形
けい

質
しつ

転
てん

換
かん

した患者さんで、通算2回以上、形質転換後に
１回以上の化学療法を受けたが、形質転換後の化学療法により完全奏効が
得られなかった、または完全奏効が得られたが再発した

キムリアを製造するために、白血球アフェレーシスを行います

患者さんご自身のT細胞を取り出すために、白血球アフェレーシスと呼ば
れる処置を行います。アフェレーシスは、特別な装置を使用して血液を体の
外に取り出し、白血球を
採取した後、血液を再び
体内に戻す医療手技で
す。こうして採取された
患者さん自身の白血球の
中からT細胞を取り出し、
キムリアを製造します。
白血球アフェレーシスに
かかる時間はおよそ2〜4
時間です。

キムリアが製造され病院に届くまで最短で5～6週間程度かかります

白血球アフェレーシスを行ってから、キムリアの製造を行い、治療を行う
病院に届くまで最短で5～6週間程度かかります（▶P10）。この間に、病状
が悪化したり進行したりすることがあり、状況によってはキムリアの治療を
受けられないことがあります。

キムリアの投与前に数日間の化学療法を行います

キムリアの投与前に、キムリアの効果が十分発揮できるように体内のリンパ
球を減らす数日間の化学療法が行われます。なお、患者さんによっては、
その前に病状を安定させるための別の化学療法が行われる場合もありま
す。この化学療法によって起こり得る副作用については、別途、説明があり
ます。

キムリアの治療を受ける前にキムリアの治療対象となる患者さん

キムリアの治療を慎重に検討する必要がある患者さん

次のような患者さんは、キムリアによる治療が受けられないことが
あります。
該当する方は、主治医とご相談ください。

● 妊娠中または妊娠している可能性のある患者さん
● 授乳中の患者さん
● 感染症を合併している患者さん
● 高齢者
● キムリアの成分に対して過敏症を示したことがある患者さん
● キムリアの投与前の時点で、DLBCLの進行や抗がん剤治療による

副作用などにより、健康状態がよくない患者さん

白血球アフェレーシスによるT細胞の分離
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「サイトカイン放
ほう

出
しゅつ

症
しょう

候
こう

群
ぐん

（▶P12）」「重篤な神経系事象（▶P13）」などの
重篤な副作用が起こることがあります

キムリアの投与によりサイトカイン放出症候群や重篤な神経系事象などの
副作用があらわれることがあります。症状が重篤な場合には、集

しゅう

中
ちゅう

治
ち

療
りょう

室
しつ

での治療を行うことがあります。

キムリアの投与後、入院で経過観察を行う場合があります

キムリアの治療により重篤な副作用が起きる可能性があるため、キムリアの
投与後、入院で経過観察を行う場合があります。
その後、検査や診察を行うため、必ず定期的な通院を
してください。
キムリアの投与後、1年以上たっても、B細胞数の
低下などが続く場合があります（▶P14）。また、
重篤な感染症などが発現する可能性があります

（▶P14）。どのくらいの頻度で、いつまで通院を
続けるのかなど、主治医と相談してください。

キムリアの投与後、一定期間は自動車の運転や危険を伴う機械の操作などは
行わないでください

キムリアの投与後、意識障害や運動機能の低下が起きる可能性があります
ので、一定期間は自動車の運転や危険を伴う機械の操作などは行わない
ようにしてください。これらを操作する必要がある場合は、主治医にご相談
ください。

キムリアの投与後の経過キムリアの治療の流れ

キムリアの治療について
説明を受けます
キムリアの治療は特定の病院でのみ
受けることができます

白血球アフェレーシスで
血液をとって、
白血球を採取します

2～3日程度かけて、
キムリアの投与の準備のための
抗がん剤治療を行います

1

2

3

白血球

最
短
で

5
〜
6
週
間
程
度
で

病
院
に
届
け
ら
れ
ま
す

キムリアの製造

キムリア

キムリアの投与の準備までの間、
状態を安定させるために
抗がん剤治療が行われることがあります

抗がん剤治療の後、キムリアの投与まで
2～14日程度間をあけます

キムリアを投与します

キムリアの投与後、
経過観察を行います

※患者さんやT細胞の状態によって
　治療のスケジュールは異なります
※アフェレーシスをしてもキムリアの治療を
　受けることができない場合があります

4

5

キムリアの投与直後は
副作用が起こりやすいため、
入院して経過観察を行う場合があります
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特に注意すべき副作用

キムリアの治療によって、CAR-T細胞や他の免疫細胞の働きが活発になる
と、サイトカインと呼ばれる物質が放出されます。サイトカインの放出をきっ
かけに、腫瘍細胞への攻撃が強まりますが、大量に放出されると正常細胞
まで攻撃されてしまいます。その結果、全身のさまざまな部位で起きる炎症
反応がサイトカイン放出症候群です。キムリアの投与後、数時間後～数日
以内にあらわれることが多い副作用です。

【主な症状】

微
び

熱
ねつ

、疲れやすい、食欲不振、高
こう

熱
ねつ

、悪
お

寒
かん

、筋肉痛、関節痛、悪心、嘔吐、
下痢、汗を多くかく、発

ほっ

疹
しん

、頭痛、低血圧、呼吸困難や息切れ、出血が止まり 
にくいといった症状がみられます。また、動

どう

悸
き

や不
ふ

整
せい

脈
みゃく

、むくみ、尿の減少 
などが起こることもあります。

【生活上の注意点】

キムリアを投与して約2週間以内に
重度のサイトカイン放出症候群の
症状があらわれ、集中治療室での
治療が必要になることがあります。
普段とは異なる気になる症状が
みられた場合には、すぐに主治医
または看護師に知らせてください。

キムリアの治療後に、精神や脳、神経の不調による症状が起こることが
あります。多くの場合、こうした症状はキムリア投与後1週間程度の間に
起こり、1週間程度で治まりますが、適切な検査と治療が必要です。
精神神経症状は、CRSと同時、またはCRSが治まったときにあらわれること
がありますが、CRSが起こらなくてもあらわれることもあります。

【主な症状】
意識がぼんやりした状態で起こる錯覚・幻覚・妄想、不安、めまい・浮遊感、
ふるえ、意識障害、時間や場所などがわからなくなる、錯乱、急激に感情
が高ぶる、けいれん、話すことや読み書きが難しくなるといった症状があら
われることがあります。

【生活上の注意点】

これらの症状や気になる症状があらわれた場合には、速やかに主治医に
連絡してください。
また、こうした症状は、本人だけでなく
周りの方が気づくこともありますので、
治療前とくらべて様子が変わって
いないかを周りの方に注意してもらう
ようにしてください。気になる症状が
みられた場合は、主治医または看護師
に知らせてください。

重篤な神経系事象サイトカイン放出症候群（C
シー

R
アール

S
エス

）
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特に注意すべき副作用

キムリアの治療後に、白血球、好
こう

中
ちゅう

球
きゅう

、リンパ球など
病原体から体を守る免疫細胞や、血小板、赤血球などの
血球成分が減少し、その状態がキムリアの投与後4週間
以内に回復しないことがあります。また、正常なB細胞が持続的に不足した状態に
なったり、免疫グロブリンという免疫にかかわるたんぱく質がうまく作れなくなり、 
B細胞無形成や低または無ガンマグロブリン血症があらわれることがありま
す。血球減少、B細胞無形成や低または無ガンマグロブリン血症が起こると
免疫力が低下し、さまざまな感染症にかかりやすくなります。これを防ぐため
に、免疫グロブリンの補充投与を行うことがあります。キムリアの投与1年
以上経っても感染症にかかりやすい状態が続くことがあります。免疫力の回
復状況について定期的に主治医に確認し、回復が不十分なうちは下記の
生活上の注意点を参考に、感染予防を心がけてください。また、キムリア
は万全の注意を払って製造されていますが、生物由来の原材料を使用し
ているため、これが原因となる感染症があらわれる可能性があります。

【主な症状】
ウイルスや細菌、真

しん

菌
きん

（カビ）などの病原体に感染しやすくなり、発熱、嘔吐、
下痢、咳

せき

や痰
たん

、発疹、腹痛、血
けつ

尿
にょう

など感染する体の部位によりさまざまな症状が
あらわれます。また、青あざや手足に点状の出血があらわれたり、鼻血や歯ぐき
から出血して血が止まりにくくなったりします。このほか、貧血により顔色が悪い、
疲れやすい、頭が重い、動悸、息切れなどの症状があらわれることがあります。

【生活上の注意点】
手洗いやうがいをし、人ごみを避けるなどの感染症予防を心がけましょう。感染
の兆候を知るために、毎日体温を測定しましょう。感染症が重症化すると入院が
必要になる場合がありますので、発熱や気になる症状があらわれたら、すぐに
主治医または看護師に知らせてください。

キムリアの治療後に、腫瘍崩壊症候群があらわれることがあります。これは、
治療後に腫瘍が急速に死滅し、壊れた腫瘍細胞の成分が血液中に放出され、
体内の尿

にょう

酸
さん

値
ち

があがったり、カリウムやリン、カルシウムなどの電
でん

解
かい

質
しつ

のバランス
が大きく崩れる、血液が酸性になる、腎臓からの尿の産生が減少するといった
異常を示す状態です。

【主な症状】

尿の減少、むくみ、呼
こ

吸
きゅう

困
こん

難
なん

、頭痛、けいれん、意識障害、吐き気、不整脈など
が起こることがあります。

【生活上の注意点】

尿酸値やカリウムの値が高いなど、血液検査でこの副作用の兆候がみられる
場合には、点滴や尿酸を分解する治療などを行います。腎機能が悪化し、腎不全
となる場合には血液透析を行います。尿の量や回数が減ったら主治医または看護
師に知らせてください。

血
けっ

球
きゅう

減
げん

少
しょう

／低ガンマグロブリン血症／感
かん

染
せん

症
しょう

腫
しゅ

瘍
よう

崩
ほう

壊
かい

症
しょう

候
こう

群
ぐん
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キムリアによる治療によって、次の症状があらわれたら、すぐに主治医または
看護師に知らせてください。

キムリアの副作用でみられる症状の一覧その他の注意すべき副作用

■ 肺
・ 息切れ
・ 呼吸困難
・ 咳・痰

■ 胃・腸
・ 悪心
・ 嘔吐
・ 下痢
・ 食欲不振

■ 膀胱・腎臓
・ 尿の減少
・ 尿の色が濃くなる
・ 血尿

■ 心臓
・ 動悸
・ 不整脈

■ 全身
・ 筋肉痛
・ 関節痛
・ 微熱
・ 発熱
・ 悪寒
・ 汗を多くかく
・ 発疹
・ 疲れやすい
・ 出血が止まりにくい
・ むくみ
・ かゆみ
・ ふるえ
・ 低血圧

■ 肝臓
・ 黄疸
  （皮膚や眼球が黄色くなる）

■ 手・足
・ 青あざ
・ 手足に点状の出血

■ 顔
・ 顔色が悪い
・ 鼻血や歯茎などからの出血

CAR-T療法中に、脳浮腫があらわれたことが報告されています。脳浮腫は、
脳の中に水分が異常に溜まることで脳が膨

ぼう

張
ちょう

する状態で、頭痛、吐気や
嘔吐、意識障害や手足の麻

ま

痺
ひ

、話すことが難しくなるなどの症状があらわ
れます。このような症状に気づいたらすぐに主治医または看護師に知らせて
ください。

理
り

論
ろん

上
じょう

、遺
い

伝
でん

子
し

導
どう

入
にゅう

された細胞は、体内の細胞増殖を監
かん

視
し

するしくみから
逃れて、異常に増殖する可能性があります。そのため、キムリアの投与後
にも、新たながんがあらわれる可能性が考えられます。早期発見のために
定期的に検査を受診してください。

悪性リンパ腫に対する抗がん剤の影響によって、後に骨
こつ

髄
ずい

異
い

形
けい

成
せい

症
しょう

候
こう

群
ぐん

などが発症することはよく知られていますが、理論上、キムリアの投与後に
免疫環境が変化し、再

さい

生
せい

不
ふ

良
りょう

性
せい

貧
ひん

血
けつ

、骨
こつ

髄
ずい

機
き

能
のう

不
ふ

全
ぜん

などの新たな血液の
病気があらわれる可能性が考えられています。早期発見のために定期的に
検査を受診してください。

脳
のう

浮
ふ

腫
しゅ

・ 立ちくらみ
・ 意識障害
・ 興奮
・ けいれん
・ 錯乱

・ 頭が重い
・ 話すことや
  読み書きが
  難しくなる

■ 頭
・ 頭痛
・ 錯覚、幻覚
・ 妄想、興奮
・ 不安
・ めまい、浮遊感

キムリアの治療で効果がみられないことや、一度効果がみられても再発する
ことがあります。

二次性悪性腫瘍

新たな血液の病気
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● 異常を感じたらすぐに主治医に連絡する

もし、体に異常を感じたら、すぐに主治医に連絡しましょう。

● 周囲の方に協力してもらう

意識障害や幻覚・混乱など、精神神経の不調による症状が起こることが
あります。治療の副作用でこうしたことが起きる可能性を周囲の方に理解し
ていただき、注意してもらうように協力を依頼しましょう。もし、異常がみられ
たら、すぐに主治医に連絡できるように連絡先を伝えておくとよいでしょう。

● キムリア連絡カードを活用

緊急時などに適切な処置を受けられるように、
キムリア連絡カードをいつも持ち歩き、医療
関係者に提示できるようにしておきましょう。

● 血圧測定や体温の記録

血圧の変化や感染症などの副作用が起きて
いないか確認するためにも、毎日決まった
時間に血圧と体温を測定し、記録することを
心がけましょう。

● 転倒やけがに注意

出血が止まりにくいことがありますので、けがに注意しましょう。疲れたり、
立ちくらみが起きたり、めまいを感じやすくなっています。そのような症状を
感じたら、無理に動かず、安静にして転倒やけがに気をつけましょう。

● 規則正しい生活を心がける

十分な睡眠時間を取り、バランスの取れた食事をできるだけ決まった時間に
取るようにしてください。規則正しい生活により、疲労から回復しやすく
なったり、胃腸の調子が整って食欲が増したりして、体力の維持や回復に
つながります。

● 妊娠を避ける

理論上、キムリアの治療が胎
たい

児
じ

の免疫力を低下させる可能性があります。
キムリアの治療後は、男性も女性も有効な避

ひ

妊
にん

について主治医と相談して
ください。

● 血液、臓器、組織および細胞を提供しない

移植のためにドナーとして血液、臓器、組織および細胞を提供しないように
してください。

日常生活の注意

その他の注意

キムリアの投与後、HIV検査で偽
ぎ

陽
よう

性
せい

（HIVに感染していないの
に陽性となること）となることがあります。別の病院でHIV検査
を受ける際には、キムリアの治療を受けたことを伝えるように
してください。
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● 他の病気で病院にかかるときはどうしたらよいですか？

その病気の診察を受ける医師に、キムリア連絡カードを提示してキムリアに
よる治療を受ける予定である、または受けたということを、キムリア治療の
主治医の連絡先と共に伝えましょう。

● ワクチンを受けてもよいですか？

生ワクチン（乾
かん

燥
そう

弱
じゃく

毒
どく

生
なま

麻
ま

しんワクチン、乾燥弱毒生風
ふう

しんワクチン、経口
生ポリオワクチン、乾燥BCGなど）の接

せっ

種
しゅ

後に、これらの疾患が発症する
可能性があるため、免疫機能が回復するまではこれらのワクチン接種は
できません。ワクチンの接種について検討される場合には、事前に主治医
と相談してください。

● 今後、仕事に復帰できますか？

十分な経過観察により、キムリアの効果が確認され、副作用の症状も改善
されて体力が回復してきたと
主治医が判断すれば、外出の
回数を増やす、軽い運動をして
みるなど、少しずつ行動範囲を
広げていきましょう。仕事に復帰
する場合、職場に日常生活の
注意点などを伝えておき、無理
のない業務や就労時間で開始
できるように協力してもらいま
しょう。

Q&A キムリアの治療を受けられる病院

キムリアの治療は特定の病院でのみ受けることができます。
詳細は、現在の主治医または医療スタッフにお問い合わせください。



22 23

緊急受診する場合の注意 医療機関連絡先

キムリア治療前のDLBCLの治療施設 ：

連絡先：

担当医師：

キムリアの治療施設 ：

連絡先：

担当医師：

キムリア治療後のDLBCLの治療施設 ：

連絡先：

担当医師：

キムリア治療後に緊急受診しなければならない場合に備えて、誰に連絡
すべきか、病院に連絡する際に何を伝えればよいか、などを考えておき
ましょう。

誰に連絡するか
● 緊急時に手助けしてもらえる、身近な人の連絡先

　
　

● 家族など連絡しておくべき人の連絡先

緊急受診の際にはキムリア連絡カードを持参し、以下の点を伝えましょう
● 氏名、年齢、キムリアの治療を行った病院と診療科、主治医の名前
● DLBCLでキムリアによる治療を受けたこと、投与日
● いつから、どのような症状が出ているのか
● 処方されたお薬があれば、緊急受診時に持参してください。


